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結

合

費

用

の

配

賦

iと

つ

て

崎

浦

誠

治

同
一
の
生
産
過
程
を
つ
う
じ
て
二
種
以
上
の
生
産
物
が
生
産
さ
れ
る
と
き
、

産
物
に
発
生
す
る
費
用
を
結
合
費
用

C
2
E
2
2
)
と
い
う
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
結
合
生
産
お
よ
び
結
合
費
用
の
問
題
は
、
従
来
ミ
ル
(
』
・

ω・

か
か
る
生
産
を
目
し
て
結
合
生
産
(
」
♀
三
宮
D
L
z
n片
岡

C
ロ
)
と
称
し
、

結
合
生

宮
ニ
ヴ
、
ジ
エ
ポ
ン
ス
(
当
・

ω・』
2

0
ロ
凹
)
、
マ
ー
シ
ャ
ル
(
〉
・
宮
常
任
色
)
、
エ
ツ
ヂ
ワ
l
ス
(
明
・
J

同
・
何
色
彩
耳
0
2
Y
)

等
の
研
究
を
先
駆
と
し
て
、
タ
ウ

シ
ツ
ヒ
屯
・
巧
・
、

F
E
E
S
お
よ
び
ピ
グ
l
(
〉
・
。
・

2
問
。
ロ
)
の
論
争
を
経
て
、
カ
ー
ル
ソ
ン

S
E
g
(
U
a門戸
g
ロ
)
な
ら
び
に
ヒ
ツ
ク
ス
(
]
・
閉
山
・

E
n
r
c

等
に
よ
っ
て
逐
次
深
く
経
済
学
的
に
掘
下
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
他
方
会
計
学
者
も
こ
の
問
題
の
実
際
的
解
決
へ
の
理
論
的
裏
づ
け
を
求
め
て
種
々
の
研
究
を
お

こ
な
っ
て
き
た
。

一
般
的
に
い
っ
て
二
生
産
を
結
合
し
て
生
産
す
る
方
が
、
別
々
に
生
産
す
る
よ
り
も
費
用
が
か
か
ら
な
い
場
合
に
、
二
生
産
物
は
結
合
生
産
の
関
係
に
あ
る
。

こ
こ
で
「
結
合
し
て
」
と
い
う
こ
と
は
、
生
産
の
一
要
素
の
特
定
の
同
じ
単
位
を
使
用
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
生
産
函
数
を
共
通
に
す
る
か
、

も
し
く
は
生
産
函
数
の
聞
に
何
等
か
の
関
連
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

結
合
生
産
の
逆
が
単
独
生
産

(
m
品
。

2
8同
M
S
E
n
z
g
)
で
あ
る
。
結
合
生
産
と
単
独
生
産
の
丙
者
の
関
係
を
総
純
収
益
函
数
、
総
収
入
函
数
及
び
総
費
用

函
数
で
表
わ
せ
ば

ブL



一
四

O

〈
宗
祖
句
〉

V
〈
ハ

F
C」
十
〈
ハ
o
w
u

。

H
N
(
H
U
U『
)

〉

阿

川

(
H
W
C
)
+
河

(
0・
山

『

)

。(H
U
M
『
)
〈
心

(
H
・0
)
+
O
(
C
w
v
c

(
た
だ

L

P
可
は
生
産
ベ
ロ
シ
テ
ィ
)

と
な
り
、
も
し
両
者
を
同
じ
生
産
ベ
ロ
シ
テ
ィ
ー
で
比
較
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
結
合
生
皮
の
必
要
か
つ
充
分
条
件
で
あ
る
。

し
か
し

一
く
ち
に
結
合
生
産
と
い
っ
て
も
、
二
つ
の
類
型
は

は
っ
き
り
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
・
わ
ち
生
産
物
が
技
術
的
に
固
定
さ
れ

た
比
例
で
生
産
さ
れ
る
場
合
と
、

技
術
的
に
可
変
的
な
比
例
で
生
産
さ
れ
る
場
合
と
で
あ
る
。
前
者
の
適
例
は
鉱
業
の
結
合
生
産
で
あ
っ
て
、
二
疋
の
岩
石
の

塊
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
る
鉱
物
の
量
的
比
例
は

こ
れ
と
対
際
的
な
の
は
工
業
に
お
け
る
結
合
生
産
で
あ
っ
て
、

工
業
上
の
結
合
生
産
物
は
相
対
的
量
的
関
係
の
管
理
如
何
に
よ
っ
て
相
異
な
る
可
変
的
な
比
例
で
生
産
さ
れ
る
。
農
業
の
場
合
は
鉱
業
に
似
て
、
火
口
生
産
物
問

の
量
的
比
例
関
係
は
概
し
て
固
定
的
で
あ
る
が
、
育
成
過
程
や
環
境
的
、
外
的
条
件
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
多
少
変
化
し
て
く
る
。

生
産
の
管
理
如
何
に
よ
っ
て
不
変
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
結
合
生
産
お
よ
び
結
合
費
用
の
問
題
を
会
計
学
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
と
き
、

一
つ
の
閃
難
な
問
題
が
発
生
す
る
。
結
合
費
用
の
配
賦
問
題
が
こ

れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
結
合
費
用
は
生
産
過
犯
を
同
じ
く
す
る
各
極
生
産
物
の
聞
に
結
合
的
に

C
c
-
ロ
去
、
)
に
負
担
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
で

単
独
生
産
に
お
い
て
は
、
原
価
負
担
者
に
費
用
の
す
べ
て
を
負
担
さ
せ
れ
ば
よ
い
か
ら
、
一
般
に
費
用
の
配
賦
問
題
は
お
き
な
い
。
た
王
え
お
き
た
に

あ
る
o

せ
よ
間
接
資
の
配
賦
分
割
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
る
に
結
合
生
産
に
お
い
て
は
原
価
負
担
者
が
単
一
で
な
い
か
ら
、
ま
ず
も
っ
て
結
合
費
用
の
配
賦
問
題

が
発
生
す
る
。
も
と
よ
り
経
済
学
者
の
聞
で
は
結
合
費
用
問
題
の
中
心
が
、
与
え
ら
れ
た
時
間
に
同
時
的
に
生
産
さ
れ
る
各
筏
生
産
物
聞
に
費
用
を
い
か
に
配

，E、

賦
す
る
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
が
成
立
ち
、
最
近
で
は
む

L
ろ
結
合
生
産
に
お
け
る
競
合
関
係
に
興
味
が
持
た
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、

し

か
し
コ
ス
ト
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ン
グ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
結
合
費
用
の
町
賦
問
題
は
や
は
り
優
先
的
に
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
結
合
費
用
を
相
異
な
る
二
種
類
以
上
の
結
合
生
産
物
関
に
配
賦
す
る
方
法
と
し
て
、

会
計
実
務
上
数
量
基
準
法
、

市
価
基
準
法
お
よ
び
搾
除
法
等
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。

数
量
法
準
法
は
、
丞
量
ま
た
は
容
量
を
同
じ
く
す
る
結
合
生
産
物
の
間
に
、
そ
の
産
出
に
応
じ
て
結
合
費
用
を
配
賦
す
る
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
石
炭
か
ら



生
産
さ
れ
る
コ
ー
ク
ス
、
コ
「
ル
タ
ー
ル
、
ベ
ン
ゾ
ー
ル
等
を
同
一
の
重
量
に
換
算
し
て
、

そ
れ
を
本
準
に
結
合
資
を
配
賦
す
る
。

し
か

L
な
が
ら
重
量
、
ま
た
は

容
量
の
よ
う
な
物
的
尺
度
を
基
準
に
結
合
費
用
を
配
賦
す
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

は
同
一
容
量
に
換
元
で
き
る
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
る
。

理
論
上
疑
問
が
残
る
ば
か
り
で
な
く

適
用
範
囲
が
同
一
重
量
ま
た

市
価
基
準
法
は
結
合
生
産
物
の
市
価
総
額
を
求
め
て
、

て
規
定
す
れ
ば
、
こ
れ
は
消
費
主
義
の
配
賦
訟
で
な
く
し
て
、
負
担
能
力
主
義
の
配
賦
法
で
あ
る
。

そ
の
比
較
を
基
準
と
し
て
結
合
費
用
の
配
賦
を
お
こ
な
う
方
法
で
あ
る
が
、

会
計
学
の
用
語
を
も
っ

控
除
法
と
は
主
産
物
、
副
産
物
の
区
別
が
明
瞭
な
場
合
、
結
合
費
用
か
ら
副
産
物
の
市
価
↓
評
価
額
を
控
除
し
て
、
主
産
物
の
原
価
を
算
出
す
る
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
通
常
結
合
生
産
物
と
は
、

狭
義
に
は
同
一
の
作
業
過
程
を
つ
う
じ
て
生
産
さ
れ
る
二
種
以
上
の
生
産
物
に
し
て
主
副
の
区
別
を
つ
け
難
い
も
の
を
指
す

か
ら
、
陸
除
法
を
結
合
費
用
の
配
賦
法
か
ら
除
外
す
る
見
解
が
少
な
く
な
い
。

以
上
挙
げ
た
三
つ
の
配
賦
法
の
中
に
は
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
庖
論
づ
け
が
な
さ
れ
た
問
除
法
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

概
ね
合
理
的
根
拠
に
欠

け
る
き
ら
い
が
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
結
合
費
用
の
配
斌
法
に
つ
い
て
従
来
幾
多
の
提
案
が
な
さ
れ
、

模
索
が
つ
づ
け
ら
れ
て
き
た
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
一
つ
の
試
論
を
し
め
し
、
そ
の
検
討
を
通
し
て
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

(

同

)

同

J

・
』
・
貝
ロ
名
mu
』
2
2
(
U
0
2
5
長。

2
5
5』
2
-
E
L
Z
m丹
H
U
J
O
E
円・』
O
E
円・何
n
c
p
u
何回、円〈

(
8
7
p
u、
-
δ
0・
℃
士
吋

い
ま
、
生
産
過
程
を
同
じ
く
す
る
各
種
生
産
物
の
収
入
を

2
・
2切
3
、
・
:
と
し
、
討
を
そ
の
結
合
費
用
と
ず
れ
ば
、
静
態
の
も
の
で
は

コ
、
+
β
、
+
♂
、
+
・
:
:
H
M、

コ
、
、
+
片
岡
、
、
+
3
、
、
十
:
-
-
H
M、、

同
H

、、、+吋回、、、+3、、、十
------HMA、、、

四



四

一
般
に
こ
の
連
立
方
程
式
の

r
の
内
容
た
る
単
価
、
数
量
の
い
ず
れ
か
一
方
を
定
め
て
、
そ
こ
か
ら
解
を
求
め
る
方
法
が
し
ば
し
ば
提
唱
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
こ
れ
と
異
な
り
価
格
お
よ
び
技
術
を
所
与
の
も
の
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
条
件
が
幾
分
か
異
な
る
可
動
的
な
場
合
を
想
定
し
て
、
仮
り
に
♂
:
;
:
の
条
件
に

割

以

町

一

同

し
て
同
一
で
あ
る
と
仮
定
し
て
利
引

H
ι
T
ま
た

2
・
・
:
が
同
一
な
り
と
し
て
配
町
川

H
F
E
-
-
:
が
そ
れ
ぞ
れ
算
出
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
し
一
次
の
同
次
函
数
が
前
挺
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
オ
イ
ラ
ー
の
定
理
に
よ
り

l

h

山
一
×
町
一
対

以

H
叶
川
|
『
戸
ι

十

r
I
t

円同+，
.... 

c

h

H

c

h

凶

町
一
沢
町
一
討

し
た
が
っ
て
結
合
費
用

X
は
叫
引
叫

r
E
1回
・
:
:
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
配
賦
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

因
に
収
益
の
円
取
を
目
的
と
す
れ
ば
、
一
般
に
限
界
生
産
力
の
均
等
が
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
結
合
生
産
で
は
必
ず
し
も
そ
れ
が
達
せ
ら
れ
な

い
o

マ
ー
シ
ャ
ル
は
こ
の
点
に
関
し
て
か
つ
て

2
F
2
な
る
表
現
を
用
い
、
主
産
物
の
そ
れ
に
重
点
を
お
い
て
、
副
産
物
の
そ
れ
は
費
用
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

2
・
同
同
・
:
:
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
収
泣
に
価
格
を
来
じ
た
値
で
あ
る
か
ら
、

2
H
3
ヨ
匂
♂
1
M
J
E
-
-
:
(
た
だ
し
匂
r
M】
同
;
・
:
は
定
数
〉

:

町

一

円

由

一

門

以

i
l
-
-
M
X
Uご

+

l

宮

古

+

:

AWl-M
戸
町
可
回
匂
同
町
一
可
M

し
た
が
っ
て

田

川

町

一

M

M

4

・
3
+
i
l
l
-
E
+
・:・

間可
M

町可泌

す
な
わ
ち
結
合
費
用
X
は
、
他
の
事
情
に
し
て

M
一
な
り
と
仮
定
し
た
と
き
の
ヨ
の
限
界
費
用
に
、
そ
の
収
量
を
か
け
た
も
の

Q
N
:
;
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
)
に
お
の
お
の
配
賦
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
式
は
あ
た
か
も
ダ
グ
ラ
ス
函
数
に
お
け
る

町

市

旬

司

司

I
l
i
-
-
戸

+
l
i
l
-
h

ー町一
F

問。

と
形
の
ト
レ
で
逆
の
よ
う
な
恰
好
を
呈
寸
る
。

い
ま
、
お
の
結
果
を
用
い
て
、
亜
麻
の
結
合
資
用
を
暖
麻
芸
と
車
麻
極
の
丙
者
に
配
賦
す
る
。



も
っ
と
も
亜
麻
茎
と
亜
麻
種
と
は
‘
結
合
生
産
物
の
一
一
例
で
あ
る
が
、

技
術
的
に
回
定
し
た
比
例
で
生
産
さ
れ
る
も
の
に
属
し
、

そ
の
意
味
で
は
必
ず
し
も

結
合
費
用
の
配
賦
の
適
例
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
が
、
比
較
的
限
ら
れ
た
資
料
の
範
囲
で
は
、
亜
麻
の
ご
と
き
は
割
合
適
当
L
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
参
考

ま
で
に
付
言
す
れ
ば
、
亜
麻
は
昭
和
二
十
九
年
ま
で
は
市
価
基
準
法
に
よ
り
、
そ
の
結
合
費
用
を
亜
麻
茎
お
よ
び
亜
麻
種
の
間
に
配
賦
し
、
昭
和
三
十
年
以
降

に
お
い
て
は
控
除
法
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
て
い
る
。

材
料
と
し
て
は
農
林
省
農
産
物
生
産
費
調
査
を
用
い
た
。

っ
て
多
少
変
動
が
あ
る
が
、
大
約
二
十
一
戸
で
あ
る
。

生
産
者
が
す
べ
て
北
海
道
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

集
計
戸
数
ば
年
に
よ

費
用

X
と
し
て
地
代
、
資
本
利
子
、
租
税
公
課
諸
負
担
を
除
い
た
反
当
費
用
を
用
い
た
。

u
p
u
J
は
そ
れ
ぞ
れ
反
当
収
量
で
、
単
位
は
折
(
ポ
ン
ド
〉
お
よ

び
斤
で
あ
る
。

計
算
さ
れ
た
結
果
に
基
づ
く
配
賦
方
程
式

(
a
z
c
E
Z
S
2
E同
芯
白
)
は
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出
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明
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日
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H
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R
M
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ケ

C
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M
由
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M
H
a
-
G
o
u
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+凶
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・

0∞
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可
悼

凶

H
O
明
吋
中

2

+
日
・
小
田
内
山
吋
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え
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け
れ
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な
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な
い
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と
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な
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結
合
費
用
の
配
斌
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
六
年
に
ハ
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大
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ラ
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(
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教
授
が
、
鉄
道
の
一
哩
当
り
費
用
を
、

数
、
一
一
時
当
り
乗
客
哩
数
の
聞
に
配
賦
L
た
先
駆
的
な
試
み
が
あ
る
が
、
グ
ラ
ム
教
授
の
式
は
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哩
当
り
屯
哩
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に
よ
っ
て
一
小
さ
れ
て
い
て
、
配
賦
さ
れ
な
い
費
用
が
宮
口
丘
一
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2
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の

2
ご
が
一
四
%
に
達
し
こ
れ
が
ロ
ー
レ
ン
ズ
教
授
(
宮
・
。
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F
R
α
ロN
〉
の
批
判
す
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。
ロ
ー
レ
ン
ズ
の
批
判
の
要
点
は
、

要
す
る
に
多
数
の
重
要
な
変
数
の
中
か
ら
三
つ
だ
け
を
採
り
上
げ
た
こ
と
、

配
賦
さ
れ
な
い
費
用
が
相
当
の

値
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る
。

ク
ラ
ム
教
授
の
統
計
的
配
賦
法
に
つ
い
て
は
、
ク
一
フ

l
ク
教
授
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-
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そ
の
他
の
学
者
も
、
は
た
し
て
鉄
道
の
貨
物
お
よ
び
旅
客
輸
送
が
結
合
費

用
の
適
例
で
あ
る
か
、
と
う
に
疑
問
を
提
出
し
、
シ
リ
ア
シ
l
‘
ヮ
ン
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ラ
ッ
プ
教
授
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は
、
問
題
を
余
り
に
も
簡
単
化
し
す
ぎ

て
い
て
、
徹
頭
徹
尾
直
線
的
関
係
を
仮
定
し

二
つ
の
生
産
ベ
ロ
テ
ィ
l
以
上
の
変
量
を
考
え
な
い
、
総
費
用
お
よ
び
限
界
費
用
の
上
の
補
完
、
競
合
、

独
立

の
間
に
明
確
な
区
別
が
な
い
と
い
っ
た
批
判
を
さ
れ
て
い
る
。
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は
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鉄
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輸
送
に
か
ら
ん
だ
結
合
費
用
問
題
の
報
告
が
二
つ
ほ
ど
あ
る
が
聞
い
ず
れ
も
リ
ニ
l

ア
な
扱
い
方
で
終
始
し
て
い
る
こ
と
を
、
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

以
k
、
結
合
費
用
の
配
賦
と
い
う
実
践
的
課
題
に
取
組
ん
だ
研
究
の
う
ち
、

若
干
の
も
の
を
挙
げ
た
が
、

い
ず
れ
も
直
線
的
関
係
を
仮
定
し
た
統
計
的
配
賦

法
で
あ
っ
た
。

私
も
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じ
く
直
線
的
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係
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し
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る
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私
は
小
論
の
中
で
「
一
次
の
同
時
函
数
が
前
挺
さ
れ
る
と
す
れ
ば
:
・
:
」
と
い
う
仮
定
を
設
け
た
が
、
こ
の
仮
定
は
明
ら
か
に
小
論
の
基
石
に
な
っ
て
い
る

と
い
っ
て
さ
し
っ
か
え
な
い
か
ら
、
こ
の
仮
定
に
つ
い
て
の
若
干
吟
味
が
必
要
で
あ
る
。
は
た
し
て
こ
の
場
合
一
次
同
時
函
数
の
仮
定
は
、
一
般
的
に
妥
当
す
る

だ
ろ
う
か
。
麗
麻
茎
と
亜
麻
穏
と
は
、
さ
き
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
生
産
物
が
固
定
し
た
比
例
で
生
産
さ
れ
る
類
型
に
属
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
亜
麻

茎
お
よ
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亜
麻
種
の
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産
量
が
入
倍
に
な
れ
ば
、
結
合
費
用
も
ま
た
λ
倍
に
な
る
と
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う
こ
と
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
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合
に
し
か
妥
当
し
な
い
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の
場
合
で
あ
る
。
結
合
費
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逓
減
の
場
合
に
も
、
結
合
費
用
逓
増
の
場
合
に
も
妥
当
し
な
い
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性
の
仮
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ら
れ
た
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に
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こ
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で
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な
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な
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で
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受
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は
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解
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の
問
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と
い
う
よ
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む
し
ろ
解
決
で
き
な
い
院
題
で
あ
る
と
い
う
、
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わ
ば
配
賦
計
算
を
半
ば
断

念
す
る
よ
う
な
意
見
さ
え
出
始
め
て
い
る
。
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と
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用
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の
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題
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の
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は
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来
越
え
難
い
空
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が
あ
っ
て
、
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方
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済
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最
近
に
お
い
て
も
費
用
配
賦
の
問
題
の
ご
と
き
を
比
較
的
軽
視
し
て
、
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重
き
を
お
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て
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な
い
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し
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す
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る
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提
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の
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り
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こ
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い
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し
か
し
て

P
の
最
大
を
求
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は

A
お
よ
び

B
の
雨
数
で
あ
る
。
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最
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な
ら
し
め
る
に
は
、
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何
と
か
の
を
均
等
な
ら
し
め
る
。

P
を
最
大
に
す
る

A
、

B
の
価
値
が
決
り
、
そ
れ
が
判
れ
ば
限
界
収

入
、
限
界
結
合
費
用
、
限
界
個
別
孜

mの
全
体
が
判
明
す
る
。
そ
の
時
限
界
結
合
費
用
の
配
賦
は
即
座
に
決
定
さ
れ
、
各
生
産
物
の
限
界
個
別
費
用
と

限
界
収
入
と
の
差
額
に
よ
っ
て
事
後
的
に
決
ま
っ
て
く
る
と
ワ
イ
ル
ス
は
主
張
す
る
。


